
り
団
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舶
　
．

り
、
㌔

％
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・
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昭
和
4
0
年
産
米
に
つ
い
て

　
　
　
　
農
家
の
皆
さ
ん
毎
日
御
苦
労

　
　
　
様
で
す
。

　
　
　
　
今
年
の
稲
も
早
や
収
穫
期
に

　
　
　
な
り
ま
し
た
。
本
年
の
天
候
は

　
　
　
旱
天
続
き
で
、
稲
は
ど
ん
な
に

　
　
　
な
る
だ
ろ
う
か
と
さ
ぞ
心
配
さ

　
　
　
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
八
月
末

　
，　

　
　
の
雨
で
ほ
っ
と
さ
れ
た
事
と
思

　
　
　
い
ま
す
。
稲
作
内
畑
作
共
に
ど

　
　
　
ん
な
に
喜
ん
だ
事
で
し
ょ
う
．

報
・

　
　
　
　
原
爆
二
十
年
終
戦
時
か
ら
食

　
　
　
糧
事
情
を
思
い
起
こ
す
事
も
亦

　
　
　
無
意
味
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
戦
時
戦
後
の
食
糧
強
制
供
出
に

　
　
　
よ
り
、
米
を
作
る
農
家
さ
え
充

村
．　

　
　
分
食
べ
る
事
さ
え
出
釆
な
か
っ

　
　
　
た
時
代
で
あ
る
。
終
戦
後
三
～

　
　
　
五
年
と
経
つ
内
に
食
糧
事
情
が

　
　
　
押
目
し
、
昭
和
二
十
五
年
に
甘

　
　
　
藷
が
統
制
撤
廃
と
な
り
、
二
＋

郷
，

　
　
、
六
年
雑
穀
、
　
二
十
七
年
麦
が
半

　
　
．
統
制
と
な
り
、
独
り
米
の
み
が

　
　
　
現
在
に
至
る
ま
で
統
制
さ
れ
て

　
　
　
い
る
状
態
で
す
。
昭
和
三
十
年

　
　
■
頃
よ
り
米
の
作
柄
は
年
々
豊
作

東　
　
が
伝
え
ら
れ
、
更
に
全
国
的
に

　
　
油
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
等
の
使
用
に

　
　
よ
り
、
保
温
苗
代
、
除
虫
剤
、

　
　
除
草
剤
等
の
普
及
、
種
子
の
更

　
　
・
新
、
施
肥
技
術
の
改
訂
等
に
よ

　
　
り
、
飛
躍
的
増
産
に
よ
り
、
三

　
　
十
四
年
～
三
十
五
年
と
一
千
二

　
　
百
万
屯
（
八
千
三
百
万
石
）
と

　
　
な
り
、
史
上
最
大
の
豊
作
と
な

　
　
　
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
そ
れ
に
加
え
て
政
府
へ
の
売

　
　
渡
数
量
も
飛
躍
的
に
増
え
、
三

　
　
十
五
年
頃
か
ら
食
糧
管
理
法
は

　
　
廃
止
し
て
、
米
は
統
制
撤
廃
し

　
　
て
も
艮
い
の
で
は
な
い
か
と
、

　
　
当
の
河
野
農
林
大
臣
を
始
め
大

ぐ1）

蔵
省
等
、
政
府
内
部
で
論
議

さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
生
産
者
や
農
民
団
体
等
の

猛
反
対
に
よ
り
、
農
村
出
身
議

員
を
動
か
し
、
統
制
撤
廃
に
踏

切
る
事
が
出
来
得
な
か
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
ま
で

食
糧
事
情
が
好
転
し
て
来
た
の

で
あ
り
ま
す
。

　
．
一
方
経
済
事
情
は
、
農
家
を
・

よ
そ
に
だ
ん
だ
・
ん
良
く
な
り
、

消
費
者
は
消
費
者
な
り
に
良
い

お
米
、
味
め
良
い
お
米
を
と
、

量
よ
り
質
を
好
む
の
も
当
然
と

言
え
ま
し
ょ
う
。
従
っ
て
全
国

的
に
産
米
改
善
運
動
が
起
り
、
．

各
県
と
も
に
力
を
入
れ
ら
れ
て

居
る
現
状
で
、
本
年
も
県
を
始

め
米
麦
改
良
協
会
、
種
子
協
会

等
で
産
米
改
善
運
動
推
進
要
領

が
指
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

國、

ｺ
和
四
十
年
産
米
二
三
の

　
置
点
事
項
．

①
奨
励
品
種
の
普
及
と
種
子
更

新　
宮
崎
県
に
お
け
る
奨
励
品
種

　
水
稲
（
う
る
ち
）

　
　
早
期
～
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越

　
　
　
　
　
路
早
生
、
．
農
林
十

　
　
　
　
　
七
号

　
　
普
通
～
ズ
イ
ホ
、
鷺
鳳
林
十

　
　
　
　
　
八
号
、
ヤ
マ
ピ
コ

　
　
　
　
　
ア
リ
ア
ケ
．
、
オ
オ

　
　
　
　
　
ヨ
ド
、
シ
モ
ッ
キ

　
水
稲
（
も
ち
）

　
　
早
期
～
信
濃
も
ち
三
号

　
　
普
通
～
神
力
も
ち
二
号
、

　
　
　
　
　
日
向
も
ち

　
陸
稲
（
う
る
ち
）

　
　
早
期
～
農
林
二
十
四
号
、

　
　
　
　
　
ハ
タ
メ
グ
ミ

　
陸
稲
（
も
ち
）

　
　
早
期
～
農
林
も
ち
二
十
号

　
県
凝
励
品
種
は
以
上
で
す
が

　
本
村
の
場
合
四
十
種
以
上
あ

　
る
と
申
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

　
品
種
統
一
す
る
こ
と
も
肝
要

　
と
思
い
ま
す
。

③
稲
の
虫
育
管
理

紛
施
肥
の
合
理
化

　
　
チ
ッ
ソ
質
肥
料
の
偏
重
防

　
　
止

　
ケ
イ
サ
ン
塩
、
ケ
イ
テ
ヅ

　
の
増
三

燐
酸
加
里
の
適
正
施
用

㈲
病
害
虫
の
防
除
の
徹
底

病
害
防
除
～
イ
モ
チ
、
モ

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
ン
ガ
レ
病
、

　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ
ル
ス
病

　
　
虫
害
防
除
～
メ
イ
虫
、
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ン
が
類
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
メ
虫
、
ヨ
．
ト

　
　
　
　
　
　
　
ゥ
虫

　
⑳
落
水
期
引
下
げ

　
　
稔
り
を
良
く
す
る
た
め
、

　
　
可
能
な
限
り
落
水
を
お
そ

　
　
く
す
る
。

③
適
期
早
刈
り

　
天
候
、
そ
の
他
労
力
不
足
に

　
よ
り
、
遅
れ
勝
ち
と
な
る
の

　
で
適
期
早
刈
り
を
す
る
。

　
遅
刈
り
は
米
の
光
沢
が
な
く

　
な
り
、
胴
割
が
多
く
、
品
質

　
も
低
下
し
、
精
米
歩
溜
り
も

　
低
下
す
る
。

　
稲
の
干
し
方
白
干
し
、
改

　
良
地
干
し
励
行

④
脱
穀
、
乾
燥
の
改
善

．
④
乾
燥
施
設
の
普
及

　
＠
機
械
、
乾
燥
の
技
術
向
上

　
　
共
同
利
用
の
推
進

⑳
む
し
ろ
干
し
の
改
善
指
導

昭和40年産米政府買入価格表
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㊥
脱
穀
技
術
の
向
上
　
脱
穀

　
　
回
転
（
一
分
間
五
百
回
転

　
　
以
下
）
以
上
は
胴
割
が
発

　
　
生
す
る
。

　
㈱
も
み
す
り
前
の
下
見
励
行

　
　
乾
燥
調
製
の
徹
底

　
㊦
動
力
回
転
計
、
水
分
検
定

　
　
器
の
活
用

⑤
も
み
の
調
整
改
善

　
⑳
も
み
の
仕
分
調
整
と
撰
別

　
　
の
徹
底

　
⑭
も
み
す
り
技
術
の
向
上
．

　
　
．
も
み
す
・
り
機
の
整
備
、
異

　
　
品
種
混
合
を
さ
け
る
（
機

　
　
械
清
掃
）

⑥
量
目
の
適
正
確
保

　
本
年
か
ら
さ
し
米
の
さ
し
戻

　
し
を
し
な
い
の
で
入
目
の
適

　
正
化
を
図
る
。

　
一
紙
袋
に
付
百
五
十
9

⑦
計
画
出
荷
の
励
行

出
荷
組
合
の
育
成

．
検
査
日
割
～
部
落
別
予
約
数

　
　
　
　
　
量
勘
案
、
検
査

　
　
　
　
　
円
滑
を
図
る
。

二
、
今
年
の
米
の
政
麻
買
入
価

格
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
め
保
健
！

　
蜜
柑
の
色
づ
く
季
節
は
医
者

が
動
く
な
る
と
が
古
く
か
ら
君

は
れ
て
い
ま
す
、
呼
び
名
も
多

く
食
慾
の
秋
、
体
育
の
秋
、
天

高
く
馬
肥
の
秋
、
噛
読
書
の
秋
、

稔
り
の
秋
な
ど
如
何
に
も
健
康

文
化
に
充
ち
満
ち
て
い
る
よ
う

で
す
。
七
か
し
一
方
、
人
闘
蹴
の

身
体
に
は
油
断
禁
物
の
秋
と
も

言
え
る
の
で
す
。
農
繁
期
で
は

あ
る
、
村
も
学
校
も
行
事
は
多

い
。
身
体
髪
膚
み
な
父
母
に
導

く
、
病
気
や
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
用
心
し
た
い
も
の
で
す
。

1
伝
染
病
の
予
防
に
つ
い
て

　
秋
は
伝
染
病
の
季
節
で
ず
。

　
季
節
の
良
い
の
は
病
菌
の
世

界
で
も
活
動
し
や
す
い
時
と

　
雷
え
ま
し
ょ
う
、
赤
痢
、
疫

　
痢
は
も
と
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ

　
ン
ザ
、
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ

　
ヤ
、
ハ
シ
世
風
暴
れ
は
じ
め

　
ま
す
。
小
児
マ
ヒ
も
怖
し
い

時
期
で
す
。

食
慾
の
秋
は
食
抑
の
秋
で
あ

　
る
と
理
解
し
て
下
さ
い
。
各

　
地
で
集
団
赤
痢
が
発
生
し
て

　
い
ま
す
が
、
お
た
が
い
に
十

　
分
警
戒
し
て
下
さ
い
。

2
保
健
行
事
の
お
知
ら
せ

十
月
か
ら
の
衛
生
の
行
事
を

次
の
と
お
り
お
し
ら
せ
し
ま

　
す
。
表
は
取
．
っ
て
お
い
て
下

　
さ
い
。

小ノ田 10月18日 15時～14時 東郷病院11月8目

鶴ノ内 ・〃月19目 13時～14時 保育 所〃月9日

八重原

iノ内
〃月20日

13時～14時

P5時～16時

公　民

@　〃

館　〃月10日

寺迫 〃月25臼 13時～14時 〃 〃月13日

仲　深

ﾘ谷
〃月22目

13時～14蒔

P5時～16時
〃
〃

〃月12日

越三
ｺ渡川

〃月25日
15時～16時

P3時～14時

越表小学校

ｧ　　　電
〃月15日

田野
H坂

〃月21日
13時～14時

P4時～15時
公民館
@　〃

〃月11日

福瀬 〃月26日 11時～12時　　　　「
　
〃
， 〃月15日

（ロ）狂犬病予防接種日頃表（第2回）

α）ジフテリヤ
　　百　日　咳 予防勢門（第2回目）

第3回目所場間時日名1月区

備考　（1）対象者は生後3ケ月から18ケ月までの乳

　　　　　幼児及び来年小学校に入学する幼児

　　　（2）手数料　　無料

種類 包装 量目 等級
まで

9凹型射乳鼎　　　　目まで 　　・日へ40月20

冾ﾜで

10 ﾅ誕「備考

水
稲
薫
る
鰻
玄
．
米

紙袋

V
〃
〃
〃

（
8
貫
）
5
0
K
〃
〃
〃
〃

’1

Q
3
4
5

3，505

T，265

T，225

T，125

5認33毘

@　　　5．285

@　　　5，245

@　　　乙

@　　　3．105

5，28ら

T，245

T，205

T，165

T，065

　円
R，245

T，205

T，165

R．1i石

T・025

普
亜
生
米

種類 包装 量目 等級
まで

9月3・日廻1。胡　　　　日まで

＿＿旦峯で．＿＿＿＿＿
門門備

水
稲
も
（
ち
認
玄
証
米
し
　
た
　
も
　
珍

紙袋

V
〃
〃
〃

（
8
貫
）
5
0
K
’
〃
〃
〃
〃

1
2
3
4
5

　円i　　　　　円5．60993．

ﾇ脇15

T．528　5．50

T．488　3．46

T．588　3．

相　12日～10月20

@　　円
@5．548

@3．508

@5．468

@3．428

@5．528

　　円’5．駒β

@5．468

@3．428

@3．388

@3．288

この価格は容器代（紙袋）31円を含んだ価格です。

なお、此の外に予約し出荷きれたものには1袋につき51円が別途

支払われます。　　　　　　　　　　　　　、

　村社会福祉協議会からのお知らせ

羽坂の松原千三一様の尊父が先月逝去されまし

て、その香貧がえしとして本村社会福祉協議会

に金5rF三民寄付になりました。ありがたく、

いた解き故人の御冥福を、心からお祈りいたし

ます、

　　　　　　　　　　　町

ﾌ生ワクチン投与日程

区　名 三目1．時　間 場　　　所　　　　　　儲＿＿＿＿ご＿

寺迫
10月25目

10．00～10．m

P1．00～12．00
庭田公民館・
對浴@〃

月　目　層時　　閥 場所i陣　　者
10月25目

14．00～14．50

P5．00～15．30 灘島山・
戸
㌦
拶
，
で
セ

　
　
1
・
　
「
1
α
0
0
～
怖
0
0
1
日

三瀬 10月26日
10．0〔〕～11，00

P1．00～12．00
三瀬公民館
№ﾌ原　〃

11月 ．15．00～14．00

P5．00～16．00

　　　　i

蝠ｩ O手数料
@簾　　税の所得割　　者は60円

迫の内
剋
O
一
　
「

10月27日

10．00～11．00

P1．紛～12．00

P5．00～14．00

　　　　　　9翌ﾌ内　公民館八重原　　〃

ﾟの内　　〃
11月2日

9．00～9．20

X．鉤～10．00

P0．50～11．00

八重原公民館
翌ﾌ内　〃
ﾟの内　〃

⑨灘以外の者

1月4日

9．00MO．00

P0．50～り1．00

P1．50～12．00

P5．00～14．00

田　野公民館
H坂　〃
〟@深　〃

ﾘ谷　〃

田　野

≒[

H坂

10月28目

10．00～10．30

P1．00～11．30

P5．00～14．00

P4．50～15．00

P5．30～16．00

稲葉野公民館田　野　　〃

≒[　　〃
ｵ児停留所
�竚�ｯ館

11月5目
10．00～11．00

P2．00～13．00
下渡川県三
z表小学校

下渡川

z　表

10月29日

10．00～10．30

P0．30～11。00

P2．00～12．30

P3．00～15．50

下渡川区長宅〃　　県園

剞�桃ﾝ所前田口原楠店前

対象者
@α）昭和39年9月1日から40年7月51目までの間に

@　生れた者
@㈲　その他1回も受けていない者　o“　唾1百i子’博蔚ト｝ナ9芸　　　　　　　　　　　　　　’

瀬平

ﾘ谷

10月50目

9．30～10．00

A10．00～10．30

P1．00～11．30

那須徳治氏前

ｽぶの木バス停

ﾘ谷公民館

インフルエンザ予防接三日租豪⇔

舳　名 第 　　　．P　　回 第　2 回
区

月臼 時　　間
場　　　所

月捲
小野田 11月24日 13．00～15．00 小野田　公民館 12月9日

時
世之内 〃月25日 15．00～14．00 鶴之内　　〃 〃月10日 間

八重原 1セ．00～15加
八重原　　〃

、

迫之内
〃月26日

14．00～15．00 山之内‘〃 〃月13日 場
所

田野 〃月27日 11．00～12．00 田野　　〃 〃月11日 は
画

工　深

H坂
〃月29日

12．00～15．bo

P400～15．00

仲深　　〃

H坂　　〃
〃月14日

面
に
．

瀬平
ﾘ　谷

〃月30月
12．00～15．00

P4．00～15．00

瀬平区長宅
ﾘ谷公民館

〃月15目
同
じ

下渡川

K評
12月1日

15．00～15．30

P400～15．00

県　　　　電

z表申学校
〃月16日

福島 〃月7日 13．00～14．00 福瀬公民館 〃月17日

困迫 〃月8日 15．00～14．00

寺迫公民館 〃月18日

イ、O手数料　　　　　1才未満～8q円

@　　昼i蝉騒潮円，
　
　
　
　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
簡
単
に
，

　
　
　
　
考
盛
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
非
常

　
．
．
　
、
に
恐
ろ
　
い
病
気
で
す
。
昨
年

　
　
　
　
忍
本
県
だ
け
で
も
唱
五
〇
名
に

　
　
　
　
近
い
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
’
伝
染
病
の
予
防
に
最
も
重
要
な

眺
　
　
　
も
の
が
予
防
注
射
で
あ
る
こ
と

辞
畿
撃
擁
さ

錨
．
受
讐
巨
富

灘
灘
難
脚

勲辮

ﾖ
糠
癬

　
　
　
　
幹
部
の
人
達
な
ど
部
落
役
員
の

t
2
．
方
ダ
の
御
協
力
に
深
く
感
謝
し
．

　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
寄
生
虫
病
の
撲
滅
は
農
村
に

　
　
　
　
お
け
る
成
人
病
対
策
の
中
核
で
－

　
　
　
　
も
あ
る
が
、
一
朝
一
夕
で
成
し

　
　
　
　
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
．

　
　
　
　
ま
せ
ん
。
柑
内
小
、
中
学
校
の

　
　
　
　
鈎
虫
保
有
率
が
一
〇
％
以
下
に

　
　
　
　
な
っ
て
い
る
が
、
と
～
ま
で
に

　
　
　
　
五
年
を
要
し
て
い
ま
す
。
村
民

　
　
　
－
す
べ
て
が
百
尺
竿
頭
更
に
一
歩

　
　
　
　
を
進
め
て
馬
こ
の
事
業
に
取
り

　
　
　
　
組
み
探
れ
ど
我
が
身
か
ら
い
ま

　
　
　
　
わ
し
い
吸
血
の
虫
を
追
い
出
し
㌦

け
　
　
　
再
び
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
努
力
「

　
　
　
　
し
て
書
き
い
。
そ
こ
で
今
年
の
　

　
　
　
　
計
画
を
お
知
．
ら
せ
し
ま
す
。
，

　
　
　
　
　
十
一
月
四
日
～
五
日
頃
東
郷

　
　
　
　
村
寄
生
虫
予
防
肩
に
し
て
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

㈹
　
　
　
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
は
小
、

　
　
　
　
中
学
校
と
哺
般
の
検
査
を
同
月

　
　
　
　
に
行
な
い
、
・
虫
卵
寄
生
の
者
の
’

　
　
　
．
集
倒
駆
虫
も
学
校
と
同
時
に
実
，

　
　
　
施
し
て
、
よ
り
効
果
を
挙
げ
た

　
　
　
　
い
と
存
じ
ま
す
。
六
才
以
上
の

　
　
　
’
村
民
全
員
が
こ
の
検
査
に
参
加

　
　
　
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
家
．

　
　
　
族
の
下
人
で
も
検
査
を
受
け
な

　
　
　
い
人
が
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
．

　
　
　
検
査
の
具
体
的
な
事
に
つ
い
て

　
　
　
は
小
、
中
学
校
ば
学
校
か
ら
保

　
　
　
護
者
に
連
絡
し
ま
す
。
一
般
の
　
　
’

　
　
　
検
査
に
つ
い
て
は
各
区
の
役
員

　
　
　
の
方
を
通
じ
て
各
世
帯
に
連
絡

　
　
　
を
と
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
大
変
く
ど
く
し
く
な
り
、

　
　
　
里
程
表
な
ど
も
や
、
こ
し
い
こ

　
　
　
と
で
す
が
、
そ
れ
も
こ
れ
も
あ

　
　
　
な
た
の
子
弟
の
、
．
家
庭
の
、
部

　
　
　
落
の
、
健
康
保
持
の
た
め
で

　
　
　
す
。

　
　
　
　
季
節
の
変
り
目
で
す
、
か
ぜ

　
　
　
を
引
か
ぬ
よ
う
、
お
せ
ん
泣
か

　
　
　
す
な
馬
肥
や
せ
、
火
の
用
心
や

　
　
　
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
お
身

　
　
　
大
事
に
し
て
下
さ
い
。

卜

簾
糞
、
膨
寵
∴
　
軌
　
’
緒
な
ご
驚
ダ
も
レ
翼

㍉
・
や
．
・
．
　
　
　
．
籍
　
　
　
　
き

－
　
一

㍗
論ぴ
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あ
な
た
は
、
こ
ん
な
場
合

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
・

　
　
　
こ
こ
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
！

　
詐
欺
、
お
ど
し
、
暴
力
、

通
事
故
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
一
人
は
い
な
い
て
し
ょ
う
か
？

っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
す
。

も
な
っ
と
く
で
き
な
い
。
ま
一
　
罵

た
、
警
察
や
検
察
庁
の
仕
事
の
　
凶
　
葺

や
り
か
た
に
改
善
し
て
も
ら
い
…
　
h
、
μ

た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
ん
な
「
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第
五
回
村
民
体
育

大
会
報
告
書

交
に
泣
き
寝
入
り
に
終
っ
て
い
る
一
開
催
さ
れ
盛
大
裡
に
終
っ
た
・

へ

「
九
月
二
十
一
一
．
日
、
第
五
回
村
民

　

「
体
育
大
会
が
東
郷
小
学
校
で

一
人
で
も
驚
く
こ
の
制
肢
の
こ
「
当
日
の
成
績
は
下
記
の
通
り
で

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
㎜
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

木
満
を
も
っ
て
い
る
方
は
い
ま
「

せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
…

そ
う
い
う
か
た
は
・
そ
の
亀

～
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
遠
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

な
く
延
岡
裁
判
所
の
申
に
あ
る

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
一

い
。
費
用
は
一
切
い
り
ま
せ
．
　
　
～

ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遡

　
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人

や
犯
罪
に
よ
っ
て
害
を
う
け
た

人
で
、
，
横
綴
官
が
犯
人
を
不
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ポ
∴

訴
処
分
に
し
た
こ
と
に
不
服
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墜
ち

あ
る
か
た
ま
た
は
、
検
察
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌

の
改
善
を
求
め
た
い
と
思
う
か

た
は
、
だ
れ
で
も
審
査
の
申
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
こ
の
よ
う
な
　
　
h

か
た
か
ら
申
立
が
あ
れ
ば
、
そ

の
事
件
の
内
容
を
よ
く
調
査
し

検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か
け

な
か
っ
た
こ
と
が
正
し
い
か
ど

う
か
を
判
断
し
、
場
合
に
よ
っ
一

て
は
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
［

る
よ
う
検
察
官
を
監
督
す
る
検

事
正
に
申
し
入
れ
ま
す
。

・
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
に
も
、

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

　
小
野
田
出
身
で
現
在
東
京
都

｝
で
教
員
を
し
て
い
る
、
水
尾
定

…
利
先
生
の
長
女
範
子
さ
ん
は
、

検
察
審
査
会
を
利
用
で
き
る
の
　
フ
ラ
ン
ス
で
行
な
わ
れ
た
国
際

唱，畿灘腰窓漸
　レノ　げ

護樋
範子さんと作品「夢殿」

子
供
砂
の
芸
術
コ
ン
ク
ー
ル

で
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
作

品
は
「
法
隆
寺
夢
殿
」
で
し

た
。
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種　　目

記
　
　
　
録
　
　
部
　
　
一
一

記　　録　氏　　　　名　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

鶴之丙 ［向　山　幹 新記録
男　800M

P分47秒5

福　　　瀬

種　　目一男100M

@〃
T0才～55

　　　夫
ﾟ須勝　美一

鶴之内

ﾊ谷
一　　　　　　　　　　　　一　　一　一　一　　　一

悪露　内
矢　野文夫

　1分1秒1｝　　　　　一　　　　　　　　　’　　一　　一　　　一　　　＿

@1分5秒0

坪　　　谷 新記録

　　1
@　一　　一一　　『　「

@　1
@　1

坪　谷ﾈ
谷
㎜
　
一
　
　
　
　
　
　
『
羽
坂

一　　一　　　　一　　　　一　　一

女　400M 福　　　瀬
　　　一　　　一　一　　　　　一　　　　一

R5才～40

富　山　　　勲

P寺原　和正
一　　　　　　　　　　　｝

［
1分6秒5 鶴之　内 40才～45

11秒9

P3秒4

P5秒4

P5秒5

P
3
秒
7
－
1
5
秒
5
　
1
5
秒
6
噌
1
5
秒
0
－
2
5
秒
3
4
分
2
8
秒
4

誠潤滑一 黶@　　　　『　　　　　㎜　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　＿

@一　　一　　一　　　　　一　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一

2分24秒1 小　野田 45才～駒 山・俊引仲深
2分24秒2 福　　　瀬

一　一　　　　｝　丁　　皿　　　　　　一

木
村
　
　
一
向
　
山
　
幹
　
男

小野田

V記録　一

V
記
録
　
一
一

男子年令別
1
豊
原
亀
夫
1

一　　　　　　一　　一　　一　　　　　　　一　一2分24秒2 坪　　　谷 j　200M
鶴之内

　
1
分
5
8
秒
0
『 鶴之　内 　　　　一V記録

黒木　喜長 寺迫1
女子年令別 2分1秒4 小野　田 　　1P6分52秒51黒　木　喜　長　寺　迫

@　一1一｝一　｝　　一　一一『一　　一2分2秒6 福　　　瀬

男1．5〔〕OM

E5．000M

j　一　　　　　　　　　　一　　一　　　　一　　　　　　　一

　　　　　　　　　｝1

v・．…Mr3塗！9秒◎1黒二二FI寺迫

@　　　　　　　　太
51秒6 役　　　場

一一 @一十一
　1｝一

rｵ［1M72三瀬 @一V記録職場対抗
55秒0 東郷小学校

　　　　　　凹

P
　　　　　　小野田　　　　　　　　一

P1M29　1泥　谷　吉　人i小野田

TM70

一蓮塾．弩1走二巴1

岬二丁二二瀬
一　　　　　　｝

V記録

記　　録 氏　　　名 部落1備考
女25馬下1

9秒4 小　野　さゆり 田　野
｝　　　　　　　　一

ﾘ　谷
黶@　一

　　　1一翌Q5才一・・「10秒0

O時・511・秒1

1一

｢一申文子

R逆送 鶴之内

35才～401 10秒3 中　田　ソ引子 田　野

＿＿＿＿
P

卜

一
40才～45　　一 10秒6 寺　田　スカレ 鶴之内

一 一　　　　　　　皿

45才以上 11秒2 松　田　サワノ 福　瀬
一 　 一 一　　　　一

女　100M 15秒0 寺　田　好　美 鶴之内 新記録
一

走高跳 1M25
寺　田好美 鶴之内

7
一　　　　　　　　　一　　　一 一

砲丸投 7M　42 田　原　和　子 田　野
　 一

走　巾　跳 5M　78 小　野　さゆり 田　野

景寸会

部の走継

動運

り送球地

牧
水
祭
入
選
歌

　
　
　
　
　
趣
智
　
潰
水
避

　
天

　
　
南
郷
村
　
生
田
　
夜
詩
秋

夕
雲
の
映
ゆ
る
川
瀬
に
一
日
の

汗
し
む
野
良
衣
も
み
て
洗
ふ
も

　
　
川
南
町
　
長
野
貞
夫

昨
日
今
日
み
か
る
か
の
鳴
く
裏

山
の
吹
き
来
る
風
は
冷
た
く
な

り
ぬ

　
　
門
川
町
　
松
本
政
夫

大
漁
の
昨
日
の
鯖
は
ト
ロ
箱
に

積
ま
れ
し
ま
ま
に
ま
だ
浜
に
あ

り
　
　
坪
谷
火
宮
和
雄

つ
た
か
ず
ら
葛
も
か
ら
め
り
天

草
の
四
郎
こ
も
れ
る
古
き
城
趾

　
地

　
　
美
々
津
町
　
東
　
す
え
の

枝
の
端
に
と
ん
ぼ
舞
い
き
て
と

ま
り
た
り
ま
た
一
つ
来
て
二
つ
｝

と
も
去
る
　
　
　
　
　
　
　
一

　
美
々
津
町
安
藤
五
代
「

大
阿
蘇
の
す
そ
を
廻
ら
す
外
輪
．

の
山
の
美
し
さ
よ
つ
き
る
と
も
一

な
く
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
都
農
町
　
細
野
敬
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

台
風
の
な
き
兆
な
り
杉
の
秀
の

高
き
に
蜘
蛛
は
巣
を
張
り
て
を

り
　
　
山
陰
本
多
茂
雄

風
立
ち
て
芒
光
れ
る
原
に
寝
て

し
の
ぶ
野
戦
を
駆
け
し
日
の
こ

と　
　
川
南
町
　
増
田
　
フ
デ
子

親
つ
ば
め
飛
べ
ば
子
つ
ば
め
飛

ば
ん
と
す
い
と
し
き
さ
ま
を
く

り
か
へ
し
み
る

　
人

　
　
東
郷
村
　
田
中
　
由
美
子

た
だ
噌
人
歩
み
入
り
た
る
奥
山

民体育大会寸景

瓢
寸ネ

　卜，毛　訣
、

園

圃小ブラスバンドを先頭に
選手入場
東申女子の遊戯
女子の400M継走

村民の団技

①
②
③
④
⑤

に
湧
き
出
づ
水
の
足
に
つ
た
め

し　
　
東
郷
村
荒
砂
　
建
「

雨
に
濡
れ
泥
に
よ
ご
れ
て
植
え

し
田
の
は
や
出
穂
ち
か
く
風
に

光
れ
り

・
延
岡
市
高
森
通
夫

朝
の
陽
は
真
横
に
照
り
て
竹
群

の
影
国
道
を
横
に
切
り
た
り

　
　
東
郷
村
　
川
戸
　
千
代
子

鍬
つ
き
て
腰
を
の
ば
せ
ば
空
広

く
た
ゆ
た
う
雲
の
流
れ
ゆ
く
な

り　
、
川
南
町
　
長
谷
川
　
亀
次

納
涼
バ
ス
の
窓
に
吹
き
こ
む
風

あ
り
て
紅
提
灯
が
み
な
揺
れ
て

み
る

　
佳

美
々
津
療
養
所
　
甲
斐
　
武
夫

雲
垂
れ
て
ひ
る
な
ほ
暗
き
米
良

山
の
峡
の
老
木
に
粟
の
噌
く

　
　
東
郷
幽
思
　
　
　
楽

水
枯
れ
て
白
く
さ
け
た
る
田
の

の

戦馬駄

面
に
わ
が
た
た
ず
め
ば
百
舌
の

喘
く
な
り

　
　
門
川
町
佐
藤
　
　
寛

西
都
原
土
墳
い
く
つ
も
廻
り
き

て
汗
あ
ゆ
る
手
に
メ
モ
を
続
け

る　
　
川
南
国
立
療
養
所

　
　
　
　
　
楠
元
す
な
え

早
く
癒
え
て
夫
子
の
ふ
と
ん
縫

い
だ
し
も
秋
風
た
て
ば
又
思
ふ

な
り

　
　
川
南
町
日
高
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